
子どもから高齢者まで、障がいのある人もない人も、誰もが地域でいきいきと安心した
生活を送れることをめざし、様々なサービスや活動を組み合わせて、地域における支え合
い・助け合いを進めていきます。
誰かの役に立ち、喜んでもらえると、自分自身の心も温かくなり、いきがいにもつなが
ります。活動を通じた人づくりも同時に進めていきましょう。

１．福祉推進委員活動の充実
地区の状況に応じて、福祉推進委員に求められる役割は異なりますが、地区（地域）の
課題を明確にし、必要な活動を具体化することが必要です。

福祉推進委員の委嘱
○福祉推進委員は、自治会あたり1～数名（目安として概ね３０～５０世帯に１名）を
選出します。原則として、自治会長・民生児童委員・婦人会役員等が協議して推薦し、
地区社協会長が委嘱します。

　福祉推進委員が毎年交替する地区も多くなっています。希望する人が、継続して地域
福祉活動に関わることができる環境づくりを考えましょう。

福祉推進委員の役割・活動
○福祉推進委員には、次のような役割や活動が期待されます。自治会長・民生児童委員
等と連携しての見守り・訪問（小地域ネットワーク活動）や、仲間づくり活動・居場
所づくり活動への協力など、地域での福祉活動に取り組んでいきましょう。

　まずは、自分が活動する地域を歩いてみましょう。知らないことが見えるかも
知れません。
●�近隣で生活に不自由や不便さを感じている人に気づいたら【①気づく】、自治会
長、民生児童委員に知らせて相談しましょう【②つなぐ】。

●�「仲間づくり活動・居場所づくり活動」や「食事サービス」など、地区社協等の
事業に参加・協力する【③参加する】ことで、地域のつながりを深めましょう。
●�活動を通じて、周囲の人に地域福祉活動や福祉推進委員活動に対する理解を広
げましょう【④広げる】。
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福祉推進委員会の開催
○１２地区社協すべてで福祉推進委員が委嘱されていますが、その役割や活動は地区に
よって様々です。福祉推進委員の活動が無理なく継続でき、地域福祉への理解が深ま
るよう、各地区で福祉推進委員会を開催し、福祉推進委員の役割や活動について十分
に伝えましょう。

《例》
　●福祉推進委員会（１回目）
　・委嘱状の交付　地区社協の取り組み等の説明
　・地区社協役員、民生児童委員および福祉推進委員の紹介（顔つなぎ）
　・福祉推進委員の役割や活動内容の説明　　　　　　など

　●福祉推進委員会（２回目～数回）
　・福祉推進委員活動の情報交換（地域の困りごと等）
　・他地区の福祉推進委員の活動から学ぶ
　・研修会、講話　　　　　　　　　　　　　　　　　など

２．ボランティアの発見・組織化
○ボランティア活動は、地域社会をより良くしていくことに役立つとともに、活動する
自分自身も豊かにしてくれる力を持っています。様々な人の得意分野（知恵や経験・
技能など）を互いに知り合う機会を設けることで、地域で発揮できる場が広がること
が期待できます。

○地域には、“ボランティア活動に興味がある”“地域に貢献したい”という意欲はあるけ
れど、参加のきっかけがないという人もいます。� �
①地区ボランティア養成講座を開催したり、②ボランティアを募る（具体的な生活支
援の活動、地区社協事業などへの協力）ことで、新たな活動希望者の発見につなげま
す。活動のテーマを決めることで人が集まりやすくなると考えられます。実際の活動
に結びつくように、受け皿づくり（フォローアップ体制）も考えましょう。

○支え合いの具体的な内容（ゴミ出しや買い物などの困りごと）を知らせる（知っても
らう）ことで、「我が事」として身近な問題に気づき、ボランティアとして活動できる
ことも見つかります。互助やボランティアの範囲で、無理なく継続できる活動をして
いきましょう。

22



〇ひとり暮らし高齢者の増加などにより、日常生活上のちょっとした困りごとに対する
支援の必要性が高くなっています。地区内にボランティアチーム（グループ）を組織
することで、担い手として活躍しやすく、知恵を出し合いながら対応できる体制をつ
くりましょう。

○「坂出市ボランティアセンター」※１「さかいでふれあいサービス（P16参照）」「坂出市
ファミリー・サポート・センター」※２と連携することで、相互に協力できる体制づく
りを進めましょう。

※１　坂出市ボランティアセンター
　①広報・啓発活動
　　住民が参加できる行事の開催
　　広報紙「ボランティアセンターだより」の発行　　　　など
　②登録・相談・活動紹介
　　個人ボランティアやボランティアグループの登録
　　活動依頼の受け付けや登録者への活動紹介および調整（コーディネート）
　　ボランティアについての相談や情報提供（グループ等の紹介・各種情報）
　　ボランティア活動への支援　　　　など
　③養成研修
　　ボランティア活動を始めたい人への養成講座
　　ボランティア活動を行っている人へのスキルアップ講座　　　　など
　④児童・生徒などへの福祉教育
　　社会福祉施設でのボランティア体験の実施
　　福祉体験用具（車イス・擬似体験セット等）の貸し出し　　　　など
　⑤調査研究・基盤整備・組織化

※２　坂出市ファミリー・サポート・センター
　住民会員の互助で、子育ての支援(子どもの預かり等)を有償で行うものです。
　�坂出市の委託を受けて、市社協が実施しています。地域の力で子育ての応援を
します。（利用の際の利用料が必要）

○地域包括ケアシステムにおける協議体との連携が必要です。各地区の第２層協議体で、
自助・互助を基調とした取り組みを進めるための体制についても話し合っていきましょ
う。
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３．活動へのきっかけづくり(地域デビュー)
〇誰か（何か）の役に立ちたいという気持ちがあれば、特別なことがなくても一歩を踏
み出すことができます。地区社協や市社協等の行事への参加協力や、市社協のボラン
ティアセンターへ問い合わせるなどしてみましょう。

○地域福祉活動に興味はあっても、声をかけてくれなければ一歩が踏み出しにくいもので
す。スキルを発揮できる場として声かけ（誘う）をし、地域活動の輪を広げましょう。

○休日のイベントなどに、若い世代の“参加”だけではなく“協力”を求めてみることで、
一歩踏み出すきっかけになります。実際に活動することで、主体的に参加する楽しさ
や人とのつながりの大切さを体感し、地域福祉や地域活動の意義について関心を持つ
機会になります。

４．活躍できる場づくり
○実際に地域で活動をしている人が、経験を伝える“機会”をつくりましょう。地域に必
要な取り組みを知ってもらい、その中で自分に何ができるのかを主体的に考えて活動
をすることで、いきがいづくりにもつながります。

○地域全体の取り組みとして、活動の中心となっている団塊世代の参加を促進しましょ
う。自身の経験や特技を発揮できる“場”をつくることが、地域活動の担い手づくりに
つながります。

○一部の人のつながりだけでなく、ラジオ体操や健康体操など、誰もが継続して参加で
きる場をつくることで、顔なじみの人が増えます。また、障がいがある人には、身近
な社会参加の機会になります。“人と人”“人と場”がつながることで、自分らしく活躍
できる地域コミュニティの醸成が期待できます。

☆�見守りや声かけなど普段からできることであっても、自分にできることが人の役
に立っていると感じることで、生活の張りやいきがいを見出すことになります。
高齢者・子ども・障がいのある人など、すべての人びとが地域、暮らし、いきが
いをともに創り、高め合うことができる「地域共生社会」を実現しましょう。
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	坂出ふくしプラン_21
	坂出ふくしプラン_22
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	坂出ふくしプラン_24

